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　 本 研 究 室 で は， ポ リ オ キ ソ メ タ レ ー ト
（polyoxometalate，POM）と呼ばれる，オキソ架橋
で繋がれた高酸化数金属イオンからなるアニオン性の
クラスター化合物の精密設計と，それらを用いた機能
性材料の開発を行っている。バナジウムは，幅広い配
位状態，酸化数をとることができ，それらに由来する
さまざまな構造，特性を有するPOMを合成すること
ができる。
1．多核金属構造を有する環状POM
　多核金属構造は，いくつかの酵素に見られ，高難度
選択酸化反応などの活性中心となっていることが明ら
かにされつつある。無機化合物ゆえの耐熱性，耐酸化
性を持つPOMを“無機配位子”とすることで，多核
金属構造を安定化させることができると考えられる。
種々の遷移金属多核構造や，異種金属からなる多核構
造を構築し，その分子構造を解明している。水の酸化
反応などの高難度選択酸化反応を目指した触媒の開発
を行っている。
2．最密充填型へテロ金属含有POM
　固体表面に担持されたヘテロ金属は種々の官能基変
換反応に高い触媒活性を示すということが広く知られ
ている。しかし，これらの担持状態を，原子，分子レ
ベルで制御することは困難である。そこで，最密充填
型POMの構成金属の一部をヘテロ金属で置換するこ
とにより，既定された構造を作り出すことができると
着想し，ヘテロ金属の置換方法の検討を行っている。
3．かご型POMのホスト―ゲスト特性
　かご型POMの中心に，形，大きさの異なる種々の
アニオンを取り込ませることを検討している。また，
取り込んだアニオンを放出させることも検討してい
る。アニオンを捕捉したかご型POMの開口部を狭く
する，POMの骨格変換により，外部から取り込んだ
アニオンとの相互作用を抑え，必要なときに再び開口
させ，アニオンを放出するという輸送システムの開発
を行っている。
4．キラルPOMの不斉分割
　骨格自体に螺旋構造を有するPOMを合成し，ラセ
ミ体からの光学分割を行っている。キラルPOMの
種々の酸化反応に対する触媒反応によって，不斉有機
配位子を用いない，金属酸化物による不斉有機合成反
応系の開発を行っている。
5．POMのボトムアップ合成
　これまで，POMの合成は，速度論的，熱力学的に
安定な化学種の自己集合により行われており，詳細な
合成メカニズムは，解明されていなかった。POMを
構成するユニットを調製し，これらを組み合わせると
いうステップごとの合成により，POM合成のメカニ
ズムの解明を目指している。
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